
岡
崎　
本
校
の
特
徴
は
、指
定
校
推
薦
で

難
関
私
立
大
学
に
進
む
生
徒
が
多
い
こ
と

で
す
が
、お
二
人
が
金
沢
大
学
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

直
江　

幼
い
頃
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、

ず
っ
と
楽
器
を
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。高

校
時
代
は
金
沢
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
運

営
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。進
路
に
つ
い
て

考
え
出
し
た
2
年
生
の
頃
、当
時
の
顧
問

で
あ
っ
た
音
楽
の
先
生
に
相
談
す
る
う
ち

に
、大
好
き
な
音
楽
で
地
域
や
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
の
思
い
に
至
り
、人
間
社
会

学
域
地
域
創
造
学
類
を
志
望
し
ま
し
た
。

岡
崎　
K
U
G
S
特
別
入
試
で
は
本
校
で

初
め
て
の
合
格
者
で
し
た
ね
。

直
江　
は
い
。こ
の
特
別
入
試
は
高
大
接

続
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。高

校
在
学
中
に
金
沢
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
て
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
２
種
類
提

出
し
、そ
れ
が
基
準
を
満
た
し
て
初
め
て

出
願
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。僕
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
先
生
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、金

沢
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
活
動
な
ど
を
ま

と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。

藤
本　
直
江
さ
ん
は
文
化
祭
当
日
も
遅
く

ま
で
頑
張
っ
て
い
て
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

自
分
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
情
報
科
学
に

興
味
が
あ
り
、
一
般
選
抜（
前
期
日
程
）

で
理
工
学
域
3
学
類
一
括
に
入
り
ま
し
た
。

直
江　
藤
本
さ
ん
は
数
学
の
レ
ベ
ル
が
非

常
に
高
く
、文
系
の
自
分
は
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
よ
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

藤
本　
現
代
は
答
え
の
見
つ
か
ら
な
い
問

い
が
多
い
と
感
じ
た
の
が
、数
学
に
向
き
あ

い
出
し
た
き
っ
か
け
で
す
。こ
の
よ
う
な
現

代
を
生
き
る
に
は
、ま
ず
数
学
の
よ
う
に
答

え
が
出
る
も
の
に
取
り
組
ん
で「
考
え
る

体
力
」を
身
に
つ
け
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。

数
学
は
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
の
間
に
階
段

が
い
く
つ
も
あ
り
、次
の
ス
テ
ッ
プ
が
見
え

な
い
と
き
に
は
、解
答
と
い
う
ゴ
ー
ル
か
ら

逆
算
す
る
と
う
ま
く
理
解
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。こ
の
考
え
方
は
き
っ
と
数
学
以

外
で
も
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡
崎　
私
が
担
当
し
た
物
理
で
も
、藤
本

さ
ん
は
常
に
超
難
問
に
挑
ん
で
い
て
、
一
緒

に
頭
を
ひ
ね
っ
た
の
が
い
い
思
い
出
で
す
。

推
薦
で
進
路
が
早
々
に
決
ま
る
生
徒
が
多

い
本
校
で
す
が
、国
公
立
受
験
の
生
徒
は

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

北陸学院中学校
北陸学院高等学校

直
江　
音
楽
で
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
目
標
が
持
て
た
の
は
、「
将
来
の
進
路

は
、自
分
が
社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
選
び
な
さ
い
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
教
育
の
お
か
げ
で
す
。何
度
も
繰
り
返

使
命
を
果
た
す

進
路
へ
向
か
っ
て

対話を大切に
生徒たちの無限の
可能性を拓くお手伝い

自
分
は
社
会
で
何
が
で
き
る
か

そ
れ
が
将
来
を
選
ぶ
基
準
に

直
江　
夏
休
み
も
冬
休
み
も
学
校
で
勉
強

し
ま
し
た
。長
期
休
暇
も
学
校
に
行
き
た

く
な
っ
た
の
は
、仲
間
が
い
た
の
と
、先
生

方
の
親
身
な
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

藤
本　
共
通
テ
ス
ト
後
に
受
験
先
を
最
終

決
定
す
る
と
き
も
、僕
一
人
の
た
め
に
学
級

担
任
や
進
路
指
導
の
先
生
、各
教
科
の
先
生

ま
で
が
集
ま
っ
て
、自
分
に
合
っ
た
学
び
が
で

き
る
大
学
の
情
報
収
集
や
傾
向
分
析
な
ど

を
2
時
間
ほ
ど
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

岡
崎　
本
校
の
教
育
は
、目
の
前
の
生
徒

一
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
支
援
す
る
こ
と

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
し
、柔
軟
な
対

応
は
私
立
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。ま

た
、国
公
立
受
験
組
と
私
立
受
験
組
の
よ

う
な
ク
ラ
ス
分
け
は
せ
ず
、多
様
な
個
性

が
同
じ
経
験
を
共
有
す
る
機
会
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。礼
拝
や
行
事
も
そ
う
で
す

し
、模
擬
試
験
も
平
日
に
実
施
し
、必
ず
全

員
が
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

直
江　
一
般
的
な
高
校
は
、自
分
と
似
た

境
遇
で
同
じ
目
標
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り

が
ち
で
す
が
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
多
彩
。い
ろ

ん
な
仲
間
と
一
緒
に
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ

見
ら
れ
た
景
色
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 2024  国公立大学

合格実績
合格実績一覧

金沢大学 5名 
富山大学 3名

東京藝術大学 1名
琉球大学 1名

※過年度生を含む

石川県立大学 1名
新潟県立看護大学 1名

し
聴
い
た
「
使
命
」
や
「
賜
物（
個
性
、

力
）」と
い
う
言
葉
は
、大
学
で
何
を
学
ぶ

の
か
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
手
立
て
と

な
り
ま
し
た
。自
分
は
今
、金
沢
市
役
所
の

会
計
年
度
任
用
職
員
で
も
あ
り
、地
域
創

造
を
実
地
で
学
ん
で
い
ま
す
。市
役
所
職

員
の
目
線
で
も
の
を
見
る
体
験
は
と
て
も

貴
重
で
、金
沢
市
が
持
つ
資
源
を
ど
う
発

展
さ
せ
る
か
、ま
た
、好
き
な
音
楽
を
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
の
か
。自
分
の
得

意
な
こ
と
を
生
か
し
て「
使
命
」を
果
た

せ
る
人
に
な
り
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

藤
本　
「
使
命
」と
聞
い
て
、自
分
が
高
校

時
代
か
ら
思
い
続
け
て
い
る
の
は
、教
育

を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
決
し
て
当
た
り
前

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。存
分
に
教
育
を

受
け
さ
せ
て
も
ら
え
る
自
分
の
使
命
は
、

学
び
得
た
知
識
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く

こ
と
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。将
来
の
こ
と

は
ま
だ
模
索
中
で
す
が
、頭
で
考
え
た
こ

と
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
す
技
術
な
ど
に

興
味
が
あ
る
の
で
、そ
こ
か
ら
何
か
に
つ

な
げ
て
い
く
の
も
面
白
い
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

岡
崎　
使
命
や
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。お
二
人
の

持
つ
素
質
や
思
い
、頑
張
り
を
後
押
し
で

き
た
学
校
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て

い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
を
追
い
か
け
る
中
で

思
考
力
を
養
う
、自
主
性
を
育
む

北陸学院大学への継続進学も可能です。
学院内推薦による本学院大学への進学者は、
充実した特別な奨学金制度を利用できます。

直江 耀一朗 Naoe Yoichiro

2024年3月北陸学院高等学校卒業、同年4月
金沢大学人間社会学域地域創造学類入学。
金沢のジャズイベントに出演の傍ら高校時
代から運営も担当。金沢市経済局産業政策
課の会計年度任用職員（大学生等対象）。

藤本 光憲 Fujimoto Mitsunori

2024年3月北陸学院高等学校卒業、
同年4月金沢大学理工学域3学類一括
に入学。高校時代は数学に熱心に取り
組む。現在は理数系の学力を生かして
学習塾で後輩の指導にあたっている。

北陸学院
高等学校

P i c k  u p !

ミッションで広がるチャンス！
多様化する選抜方式に対応

2023年度現役4年制大学への進学率は77％に！
特別推薦枠で、憧れの難関私立大学へ

同志社
大学17名 23名 6名

関西学院
大学

明治学院
大学

2025年度入試 指定校（同盟校）の一部

ほかにも、全国各地の大学に推薦枠を有しています。
※募集枠は毎年変更があります。指定校一覧はHPよりご確認ください。

キリスト教学校の
つながりによる
豊富な選択肢！

岡崎 裕一 Okazaki Yuichi

金沢大学教育学部情報教育専攻卒業。
2008年から北陸学院高等学校で教壇に
立つ。2016年から中学校も受け持ち、
教頭に就任。直江さん、藤本さんの物理
の授業を担当。

p r o f i l e

撮影場所：金沢大学角間キャンパス

継続教育ならではの
充実した奨学金制度

● 特別推薦枠の大学（4校）
北陸学院大学、同志社大学、
関西学院大学、明治学院大学
● キリスト教学校教育同盟加盟校推薦の大学（26校）
立教大学、青山学院大学、国際基督教大学（ICU）、東京女子大学、
同志社女子大学 ほか
● キリスト教学校教育同盟加盟校推薦に準ずる大学（3校）
京都ノートルダム女子大学、聖心女子大学、清泉女学院大学
● 指定校推薦枠をもつ大学（133校）
法政大学、関西大学、東海大学、京都産業大学 ほか
● 指定校推薦枠をもつ海外の大学（3校）
INTI International University、
Sunway University、Taylor's University（以上3校はマレーシア）

月刊北國アクタス2024年12月号掲載記事



北陸学院中学校
北陸学院高等学校

同志社女子大学 学芸学部音楽学科1年

平岡 舞子 p r o f i l e

中高と北陸学院で学ぶ
北陸学院高等学校2023年度卒業
幼少期から高校までバイオリンを習う。
中学は箏曲部、高校は合唱部の楽器担当で、
在校時にさまざまな音楽に触れてきた。

北陸学院中学校 からのお知らせ

中学
H o k u r i k u  G a k u i n  J u n i o r  h i g h  S c h o o l

スカラシップ奨学金制度
以下成績優秀者の3年間の授業料を無償※1とします。
①本校の入学試験で4教科※2の合計点が225点以上の入学者
②本校の授業料が3年間免除※3

※1：入学金や副教材費、Chromebook購入代、修学旅行代などは含まれません。
※2：4教科（国語100、算数100、理科50、社会50）の合計300点。
※3：スカラシップ奨学金制度は、入学後、著しい成績不振等により打ち切り・中断になることもあります。

2025年度 入試のご案内

以下成績優秀者の3年間の授業料を無償※1とします。※2
①本校の入学試験で5教科の合計点が400点以上の入学者

②本校を推薦入試で受験し合格した者のうち、3年次の9教科評定の合計が本校の定める基準以上の入学者

①②ともに特別進学コース・総合進学コースどちらのコースを受験した場合も適用されます。

※1：入学金や教科書代、副教材費、Chromebook購入代、修学旅行代などは含まれません。
※2：スカラシップ奨学金制度は、入学後、著しい成績不振等により打ち切り・中断になることもあります。

高校
北陸学院高等学校 からのお知らせ H o k u r i k u  G a k u i n  h i g h  S c h o o l

募集定員 1学級40名 程度

試験日程

試 験 日

試験会場

2025年 1月11日（土）　受付は8時30分より

本  校

選考方法 学力試験（国語、算数、理科、社会）／個人面接（児童のみ）／書類審査（調査書）

合格発表 2025年 1月17日（金）　9時30分

2025年 1月6日（月）～1月8日（水）　9時～16時出願期間

※詳細は、本校ホームページをご確認ください。

2025年度 入試のご案内

※詳細は、本校ホームページまたは生徒募集要項をご確認ください。

募集定員 特別進学コース
総合進学コース 2コース合わせて200名

試験日程

出願書類提出

Web出願手続

試験日時
試験会場

選考方法 面接（個人）
調査書  推薦書

合格発表

学力試験（国語・数学・英語・理科・社会）
調査書

1月16日（木）16時
学内掲示なし、Web出願サイトで発表。

2月7日（金）16時
学内掲示なし、Web出願サイトで発表。

2025年 1月11日（土）
本  校

2025年 1月31日（金）
本校 ・ 小松 ・ 羽咋

2024年12月9日（月）9時～2025年1月6日（月）16時
2025年1月6日（月）～2025年1月8日（水）

2024年12月9日（月）9時～2025年1月21日（火）16時
2025年1月17日（金）～2025年1月24日（金）

一般推薦（専願・併願）
スポーツ推薦（専願・併願） 一般入試（専願・併願）

平日：9時～ 16時まで　最終日：9時～正午まで

ミッションの研修・留学制度は3つ！ 国内にいても

世界を感じる

プログラムがたくさ
ん！

海外の方と英会話にチャレンジ

All Englishで留学体験

世界の文化や歴史をインプット

北陸学院中学校は少人数の学校で、
一人ひとりと向き合い大切に育てます。

長期留学制度短期海外研修制度

中学校

アメリカ
対象：1～3年生
期間：夏休み中の
       約2週間

アメリカorカナダ
対象：1～2年生
期間：夏休み中の
       約2週間

アメリカ
対象：1～2年生
期間：12月中旬～2月
       （約3か月）

アメリカ
対象：2年生
期間：1月～3月
       （約3か月）

カナダ
対象：2年生
期間：約1年間

高等
学校

ターム留学制度

生徒のプラス1度
はこちらから!

ミッションムービーが新しくなりました！

M I SS ION  MOV I E

国際理解教育

Interview

他者の存在が、表現の幅を広げる

高校で「自分が何を表現したいのか」という問いに
ぶつかった時、中学からお世話になった先生方に
「表現とは何か」を訊いてまわりました。親身に意見
を聴いて、私の言葉を引き出そうとしてくださる先生
方の姿勢が心の支えでした。今も「何を表現するか」
が、私の主題です。他者と言葉や音で交わり、理解し
合う過程を大切にしながら、「生きた表現」を探って
いきたいです。

O p e n  y o u r  
h e a r t  ,  

   W i d e n  y o
u r  w o r l d .

＋1 °A
ngle

プ
 ラ
 ス
 ワ
 ン

北陸学院で、プラス1度
視野を広げる。
世界が広がる。

ボラン
ティア

豊かな音を知る

「特別な経験ができそう」と思い、私立中学を選びまし
た。実際、クラスメイトと取り組んだ演劇や、クリスマス
などの演奏で表現する機会が多いことは、ミッション
ならではだと感じました。バイオリンは一人での演奏
が多かったですが、学校行事や部活動で「隣の人と創
る音」を通して自分の音楽だけじゃないと知ることが、
逆に自分について考える機会につながっていました。

北陸学院中学校

部活動 生徒会 海外
留学

Renewal！

卒業生インタビュー

中学

高校

中学生も
挑戦できます！
中学生も
挑戦できます！

スカラシップ奨学金制度
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